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廃
棄
物
の
不
法
投

棄
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
違
反
者

に
は
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
一
千
万

円
以
下
の
罰
金
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
廃
棄
物

の
処
理
に
は
費
用
負

担
を
伴
う
こ
と
や
、

自
然
環
境
へ
の
悪
影

響
に
つ
い
て
の
意
識

の
低
さ
等
の
事
情
に

よ
り
、
不
法
投
棄
は

後
を
た
た
な
い
状
態

で
す
。

こ
の
度
、
行
政
と

町
民
の
自
治
体

が
協
働
し
て
、

良
好
な
生
活
環

境
を
維
持
保
全

す
る
た
め
の
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
住
民
は

不
法
投
棄
廃
棄
物
を
発
見
し
た

場
合
や
、
不
法
な
廃
棄
物
の
焼

却
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
町

に
通
報
す
る
と
と
も
に
、
撤
去

が
可
能
な
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
は

ゴ
ミ
の
減
量
や
分

別
、
河
川
水
質
の
保
全
及
び
地

球
温
暖
化
等
、
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
に
関
す
る
啓
発
に
努
め
、

町
に
対
し
て
必
要
な
提
言
を
行

い
、
町
は
そ
の
活
動
に
対
し
、

助
言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行

う
よ
う
努
め
ま
す
。
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ゴミの不法投棄、絶対にダメ！ 玖
珠
町
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

生
活
環
境
保
全
に
対
す
る
協
定
を
締
結

玖
珠
町
と
玖
珠
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
行
政
と
町
民
の
自
治
組
織
が
協
働

し
て
、
良
好
な
生
活
環
境
を
維
持
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
生
活
環
境

の
保
全
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

不
法
投
棄
廃
棄
物
を

発
見
し
た
ら

○
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物

を
発
見
し
た
場
合
は
、
住

民
課
環
境
係
へ
情
報
提
供

す
る
。

○
投
棄
者
や
運
搬
車
両
を
発

見
し
た
場
合
は
、
投
棄
者

の
特
徴
や
車
両
ナ
ン
バ
ー

等
を
記
録
す
る
（
必
要
が

あ
れ
ば
警
察
署
へ
通
報
）

玖
珠
町
役
場
住
民
課
環
境
係

☎
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二
‐
一
一
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野焼きはやめましょう！
ごみの野外焼却、いわゆる「野焼き」は、法

律で原則禁止されています。可燃ごみは収集場

所に出すようにしましょう。

ただし、次のような野焼は除外されています

が、周辺の迷惑にならないよう注意して下さい。

野焼き禁止の例外
○「とんどさん」などの地域行事など、風俗

慣習上又は宗教上の行事を行うためのもの

○稲わら・伐採した枝など、農業・林業・漁

業を営むためにやむを得ないもの

○落ち葉焼き・キャンプファイヤーなど、煙

の量や臭いが近所の迷惑にならない程度の

少量の焼却で、日常生活を営む上で通常行

われる軽微なもの

許される範囲の野焼きであっても、次のことに

注意しましょう

○一度にたくさん焼却しない

○よく乾燥させてから焼却する

○風向きや時間帯を考えて焼却する

○焼却したまま放置しない

○周辺の住民から苦情がきたらすぐに止める

注意！
発砲スチロール、プラスチック類など、

ばい煙や悪臭が発生する野焼きは、県

の条例で禁止されています。

「団塊講座」でガーデニング

６月の団塊講座では、飯田元喜氏を講師にガ

ーデニング教室を行いました。

土づくりから種まきのこつ、さし木やとり木

の方法など分かりやすく教えていただき、受講

者の皆さんは用意された花苗を手に熱心に取り

組まれ、あっという間の２時間でした。


